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ハウス栽培パッションフルーツの栽培技術開発
第２報.整枝法と栽植密度

松田昇'）・島袋清香'）・松村まさと山・長堂嘉孝2）

(')沖縄県農業研究センター名護支所，２)沖縄県農業研究センター八重山支所）
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緒言 縄県農業研究センター名護支所熱帯果樹担当の

職員に多大なご協力をいただきまた，試験開

始時には栽培者の視点からご助言を頂いた坂本

氏に深く感謝を申し上げる．また，名護支所外

間数男支所長には本稿の校閲の労をいただいた

ので感謝の意を表す．

沖縄県における紫色系パッションフルーツの

栽培は，本部町や佐敷町で露地を中心としてス

タートしたが，坂本氏のハウス栽培を契機に

(松田，2006)，普及していった．ハウス栽培で

は９月～10月に定植し，翌年の８月末まで収穫

をする電照促成栽培である．現行のハウス栽培

では，Ｔ字型トレリス（Akamine，1956)整枝

法などや鹿児島県の露地栽培を参考に種々の方

法が試みられてきた．しかし，ハウス栽培にお

ける整枝法は，未だ確立されてない．

ハウス栽培で経営の安定化を図るには，収量

や品質向上及び省力作業体系の技術開発が急務

である雨よけ栽培では，アーチ仕立てが最も

適し，収量，果実品質も良好な結果が得られた

(稲森ら，1997)．また，収量に視点をおいた試

験では，平棚区よりＶ字仕立てが立体的になり，

収量が高かった（渋谷，2001)．

しかし，沖縄県では，ハウス栽培における整

枝法や栽植密度などについて報告がない．

そこで，本報では，本県のハウス栽培におけ

る適正な整枝法と栽植密度を検討したので報告

する．なお，本研究は農林水産省高度化事業に

おいて実施してきた．試験を行うにあたり，沖

材料及び方法

１．整枝法の検討

試験は，沖縄県農業研究センター名護支所内

の無加温ビニールハウス内（白色１ｍｍネット

全面被覆）で行った．

供試品種は，沖縄農研センター選抜の紫系統

を用い，2003年10月に定植した．整枝法は図ｌ

に示した．整枝は，主枝を地上160ｃｍで水平に

伸ばし，側枝をＵ字状に斜め下に誘引するオー

ルバック式のＴ字型整枝区，側枝を真下に誘引

するつり下げ型垣根整枝区，地上１０ｃｍで主枝

を水平にし，側枝を斜め上にＵ字状に誘引する

マンソン型整枝区，側枝を真上に誘引するつり

上げ型垣根整枝区の４区を設定した．Ｔ字型整

枝区とマンソン型整枝区は畦間1.7ｍ×株間２

ｍの3.4ｍ２，つり上げ型垣根整枝区とつり下げ

型垣根整枝区は畦間1.3ｍ×株間２ｍの2.6㎡の

ｌ区ｌ樹３反復とした．側枝は，Ｔ字型整枝区
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試験区の畦間，株間とlOa当たりの栽植本数は

表ｌに示した.試験規模はl８ｍ２（３ｍ×６ｍ）

の２区制とし６区設定した．なお，試験区の周

辺効果を除外するため，周辺に同様の区を設定

し，管理も同様にした．施肥は県の栽培基準に

準じた．電照は，主枝から発生した側枝の過半

数が1.5ｍに到達した時点の11月１０日に開始し

た．新梢発生後の摘枝は，第１着花の開花開始

時に行った．摘枝後に伸長した新梢は，枝先が

地表面に到達した時点で，地上高１０ｃｍで摘心

した．

とつり下げ型垣根整枝区で地際部より１０ｃｍ上

で摘心し，マンソン型整枝区とつり上げ型垣根

整枝区は地上部160ｃｍで摘心した．

受粉は細い筆で人工受粉し，自然落下果実を

収穫した．施肥は沖縄県果樹栽培要領に準じた．

電照は，主枝から発生した側枝の過半数が１ｍ

程度に伸長した時点の１月１０日に行った．

ハウス内温度は最高温度30℃を目標として側

窓の開閉で調整した．

調査は整枝法と生育の関係を検討するため，

結果枝のの摘心20日後に全枝の1節から15節

までの枝を測定した．収量や果実品質との関係

は，袋内に自然落下した果実を収穫し，沖縄県

出荷規準に従い区分けし，それぞれの果実数と

重量を測定した．果皮の着色程度は，緑から定

着色まで４段階の指標を作成した．その指標に

従って分類した．果実糖度と酸度はHORIBA

NH2000を使用し測定した．作業`性については，

各作業にかかる時間を計測した．

表１．試験区の構成．

10a当たり

栽植本数
畦間 株間

本、 、

303

256

222

１
３
５

⑪
●
●

１
１
１

３
３
３

結果

１－ア．整枝法と生育及び開花，着果率との関

係

整枝法と生育及び開花，着果率との関係は表

２，３，図１，２に示した．側枝長は，地上１０

ｃｍ及び160ｃｍに摘心していたことから，ほと

んど同じであった．節数と節間長は，整枝法で

かなり異なった．節数は，Ｔ字型整枝とつり下

げ型整枝で14.4から14.6,マンソン型整枝とつ

り上げ型整枝で１０２から107と少なくなった．

また節間長は，各整枝とも１節から５節まで同

じであったが，６節目以降処理間で差がみられ

た．

マンソン型整枝とつり上げ型整枝は，６節か

ら１０節にかけて急激に長くなり，最頂節の10節

目では12ｃｍ以上の長さになった．一方，Ｔ字型

整枝とつり下げ型整枝は，逆に７節以降から短

jiiiii薑iif雪f： 田ｶﾞｻﾞｪ鰹！１鑑

11辮讓雰鷺琴

Ｔ字整枝 マンソン型整枝

鴨
瀦臼霧

辮瀞

蝉藝襄婆と－田津…

瀞

つり上げ型垣根整枝つり下げ型垣根整枝

図１．整枝法．

２．栽植密度の検討

栽植密度は，つり下げ型垣根整枝法について

検討した．供試苗は2004年９月２日に定植し，
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くなり，節間が詰まる傾向にあった．枝を垂直

下に垂らすT字型整枝とつり下げ型整枝は，垂

直上に誘引するマンソン型整枝とつり上げ型整

枝に比べ，明らかに節間長が短くなる傾向を示

した．この違いは，限られた結果節数とも関係

しており，整枝法に由来するものであった．

第１花の着花節位は，Ｔ字型整枝とつり下げ

型整枝で4.1から４２，マンソン型整枝とつり上

げ型整枝で５２から５８節位であり，枝を下げる

整枝法は，約１節程度主枝に近い位置に着生し

ていた．開花開始はT字型整枝，つり下げ型垣

根整枝で３月16日，マンソン型整枝，つり上げ

型垣根整枝で３月21から22日にあり，枝を垂ら

す整枝法が５日程度早くなった．開花終了はほ

ぼ同じであった．収穫までの所要日数は，Ｔ字

型型整枝とつり下げ型垣根整枝で７０４から７４８

日，マンソン型整枝とつり上げ型垣根整枝で65.

4から67.4日となり，枝を上げる整枝法は短く

なる傾向にあった．着果率は，Ｔ字型型整枝と

つり下げ型垣根整枝で高く，マンソン型整枝，

つり上げ型垣根整枝に有意な差がみられたが，

いずれも50％以下であった．

１－イ整枝法と収量及び果実品質，労働時間

と関係

収量との関係について表４に示した．lOa当

たり予想収量は，つり下げ型垣根整枝とＴ字型

表２．整枝法と枝の生育及び着果率との関係．

1枝当たり
枝長'）整枝法

Ｆ２）節数
％ｃｍ

152.8±３．１

１５２．６±２．９

１５５．４±３．５

１５０．４±３．３

T字型整枝

ﾏﾝｿﾝ型整枝

つり上げ型垣根整枝

つり下げ垣根整枝

14.4ａ

ｌＯ２ｂ

ｌＯ７ｂ

14.6ａ

34.Oａ

ｌ３１ｂ

９.Oｂ

２８６ａ

有意性 ＊ ＊＊

注)数値の±は標準誤差

＊*,*は異符号文字間でそれぞれ1%､5%水準で有意性を示す．

１)枝長は主枝から側枝先端までの長さ

２)着果率:(着果数/人工受粉数)*100

表３．整枝法と開花期及び収穫期の関係．

開花期 収穫所用曰数'）
（曰）

第１着

花節位
整枝法

開始曰終了曰

T字型整枝

ﾏﾝｿﾝ型整枝

つり上げ型垣根整枝

つり下げ型垣根整枝

3/16

3/21

3/22

3/1６

3/30

3/3０

４/１

４/１

１
２
３
２

■
●
●
■

４
５
５
４

74.8

65.7

67.4

70.4

1)収穫した全果実の受粉から落下までの曰数より算出
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図２．整枝法と節間長との関係．

整枝で多く，マンソン型整枝とつり上げ型垣根

整枝より1.6から2.6倍の増収となった．

ｌ樹当たり収量は，Ｔ字型整枝とつり下げ型

垣根整枝が同等であったが，マンソン型整枝区

とつり上げ型垣根整枝区の間に有意な差がみら

れた．ｌ枝当たりの収量も同じ傾向であった．

果実との関係については表５に示した．平均

果実重はマンソン型整枝，つり上げ型垣根整枝

で重く，Ｔ字整枝とつり上げ型垣根整枝の間と

に有意な差がみられた．果実の長径，短径も同

様の結果であった．果皮色，糖については，差

がみられなかったが，酸は，マンソン整枝とつ

り上げ型垣根整枝で高まる傾向にあった．

果実の階級別割合は図３に示した．階級別割

合は，Ｔ字型整枝で２ＬＬ，マンソン型整枝

で３Ｌ’２Ｌ，つり上げ型垣根整枝ので３Ｌ，つ

り下げ垣根整枝では２ＬＬが大部分を占め，

枝をつり上げる整枝法は果実が大きくなる傾向

にあった．Ｍ玉以上の商品化収量は，つり下げ

型垣根整枝で1,170kg/lOaと最も多く，つり上

げ型垣根整枝の約2.1倍に達し著しく増加した．

労働時間との関係は図４に示した．定植から

収穫終了までの総労働時間は，マンソン型整枝

で1,284時間と最も多く，つり下げ型整枝の804

時間に比べ1.6倍となった．また，作業別時間

では，整枝に要する時間が多く，マンソン型整

枝はでつり下げ型の約３７倍であった．

表４．整枝法と収量の関係．

1樹当たり 1枝当たり 10a当たり

予想収量

ｋ９

整枝法 収量収穫果数収量収穫果数

ｋｇ９個個

T字型整枝

ﾏﾝｿﾝ型整枝

つり上げ型垣根整枝

つり下げ型垣根整枝

5.0ａ67.3ａ227.7ａ３０ａｌ,427.8ａ

３０ｂ 32.3ｂ ｌ３５２ｂ ｌ４ｂ 859.3ｂ

ｌＢｂ 20.3ｂ ｌＯ９３ｂ ｌｊｂ 713.4ｂ

４９ａ６５､3ａ254.7ａ3.3ａ，,887.7ａ

有意性 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

注)**,*は異符号文字間でそれぞれ,1%,5%水準で有意性を示す．
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表５．整枝法と果実特性の関係．

果実重長径短径果皮色糖

ｇｍｍｍｍ

酸
整枝法

(%）

T字型整枝

マンソン型整枝

つり上げ型垣根整枝

つり下げ型垣根整枝

74.5ｂ

94.7ａ

91.4ａ

７５２ｂ

60.8ｂ

63.7ａ

６４.Oa

613ab

71.8ａ

73.9ａ

73.Oａ

６１３ｂ

９
３
２
３

３
３
３
３

２
１
５
１

０
０
０
０

＋
｜
＋
｜
＋
一
十
一

４
８
１
９

８
ス
８
ス

１
１
１
１

２
１
１
１

０
０
０
０

＋
｜
＋
’
十
’
十
｜

、
６
５
１

２
２
２
２

有意性 ＊＊＊＊ｎｓ．

注)1．平均値±SＤ

２＊*,*は異符号文字間でそれぞれ,1%,5%水準で有意性を示す．

３.着色程度:緑(Ｏ)～完着色(4)

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

４
２
０
８
６
４
２

７
９

１
１
１

国特回3Ｌ□2Ｌ国Ｌ■Ｍ
１，１７０

9１３（
⑩
二
面
二
噸
与
咀
艇

q･GoDcDDDDD・ＣＤＣ・・・・・・・。

Ｉ繍蕊
::::::::::::::::::::::１

6８７

5４９

■■■■■ﾛ
ロ■■■■■

T字型整枝マンソン型整枝つり上げ型垣根つり下げ型垣根

図２．整枝法と商品化収量関係．

口植付準備田収穫回受粉ロ整枝■袋掛け０
０
０
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０
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０
０
０
０
０

４
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０
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６
４
２
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図４．整枝法と労働時間の関係．
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２．栽植密度と果実特性との関係

開花期間中の温度の推移は図５に示した．開

花期間中のハウス内温度は，最高・最低温度と

も変動が大きく，最低温度は15℃前後で推移し

た。２月中旬から３月上旬にかけては，最高温

度も低く推移した．

栽植密度と収量特性の関係は表６に示した．

単位面積当たりの換算収量との関係は，畦幅

1.3ｍ区で多く，他の区より15%前後増収となっ

た．１．１ｍ区は畦幅が短く，面積当たりの栽植

本数が多いにもかかわらず，１．３ｍ区より260ｋｇ

の減収となった．１樹当たり収量は，Ｌ３ｍ区，

1.5ｍ区ともほぼ同じであったが，１．１ｍ区は両

区の約70％にすぎなかった．１枝当たり収量も

１樹当たりと同様な結果であり，１．３ｍ区で多

く，１．１ｍ区に比べ75.5％の増収となった．

１樹当たり収穫果数は，１．３ｍ区で多く，ｌ」

ｍ区で少なかった．

果実特'性との関係は表７に示した．’果重は，

1.3ｍ区と1.5ｍ区でほぼ同じであったが，１．１

ｍ区は両区の約８％の軽量であった．果実長径

は，果実重とほぼ同様の傾向を示し，１．１ｍ区

より長くなった．短径，果皮色，糖，酸は処理

間に差がみられなかった．

果実の商品化率と商品化収量は図６に示した．

商品化率は，１．５ｍ区で58.5％，1.3ｍ区で55.1

％であったが，１．１ｍ区は，４９．７％とやや低かっ

た．また，商品化収量は，１．３ｍ区で38.3kg/３６

，２と多く，１．１ｍ区と1.5ｍ区でそれぞれ30.9ｋｇ

および32.4kg/36,2であった．

考察

沖縄県におけるパッションフルーツの整枝法

は，Ｔ字整枝，アーチ整枝，垣根整枝，平棚整

枝等などであるが，施設での効率的な利用を図

るためには最適な整枝法と栽植密度が課題となっ

ていた．

そこで，従来の整枝法を検討した結果，Ｔ字

型整枝，マンソン型整枝，つり下げ型垣根整枝，

つり上げ型垣根整枝が効果的であると考え検討

をおこなった．

枝を上に誘引するマンソン型整枝とつり上げ

型垣根整枝は，節間長が長くなり，，50ｃｍ内に

収まる結果節数が少なくなった．また，枝を下

に垂らすT字型整枝とつり下げ型垣根整枝は節

間長が短く，結果節数が多くなる傾向を示した．

枝先を上に誘引する整枝法は，養分転流が下方

向に比べ活発であり，その結果として節間長が
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表６．栽植密度と収量特性．

1枝当たり処理区(､）１樹当たり 10a当たりの

換算収量畦幅長さ収量収穫果数収量収穫果数

個

1.9ｂ

3.1ａ

２９ａｂ

個

69.2ｂ

８８６ａｂ

89.4ａ

K９

９Ｋ
ｂ
ａ
ａ

７
６
５

４
６
６

ｇ

130.4ｂ

228.9ａ

２１５２ａ

1,412

1,672

1,457

1.1３

１．３３

１．５３

有意性 ＮＳ＊ ＊ ＊＊

注)**､*は異符号間でそれぞれ1%､5%で有意性を示す．

表７．栽植密度と果実特性．

処理区(､） 果実重長径短径果皮色糖酸

畦幅長さ ％ｇｍｍｍｍ

67.5ｂ

73.4ａ

73.3ａ

66.1ｂ

６９３ａ

６８ａ

56.8３１１７．６2.8

58.4３．２１７．４2.8

56.9３２１７．１２８

１
３
５

１
１
１

３
３
３

有意性 ＊Ｎ・ＳＮ.ＳＮ､ＳＮＳ＊

注)1.**､*は異符号間でそれぞれ1%､5%水準で有意性を示す。

２.着色程度:緑(O)～完着色(４）

時に電照開始することで，第１花が４節以降に

着生する（松田，2005)．本試験においても，

電照は伸長枝を残し，全ての新梢を切除した日

に行った結果，第１花は，４．１節以降に現れ，

長くなったものと思われる．

パッションフルーツは，好適環境条件が新梢

の生長点近くにある葉えきに花芽を形成する

(石畑1989，張青森1989.）．また，新梢せん定
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誘引するマンソン型整枝とつり上げ型垣根整枝

法は２Ｌ以上が多かった．枝を上に誘引するこ

とで，栄養成長が促進され，着果数が減少し，

養分分配の差が果実重に現れたものと思われる．

果実の糖については，糖が17～18％，クエン

酸2.5～2.7％で，整枝法に違いがないと報告さ

れている（東ら，2005,）．本試験でも，糖は１７

～18％，酸が2.0～2.6％あり同じ値を示した．

パッションフルーツの管理作業については，

枝を垂らす整枝法が受粉作業，収穫作業に容易

であったと報告されている（稲森ら，1996)．

本試験では，労働時間を各整枝区３本に所要す

る時間としてlOa当たりに換算したが，枝の整

理や誘引に多くを要し，特に，枝を両脇に誘引

するT字型整枝とマンソン型整枝において多かっ

た．これは，両整枝区とも枝をヒモに巻き付け

ながら上へ誘引するため，枝の伸長程度によっ

て，作業が発生し，また，腋芽から発生する側

枝の発生が多いことで除去に多くの時間を要し

たことによる．特にマンソン型整枝は，枝の

誘引やえき芽の除去が多く，全作業時間の50％

以上を占めた．

以上の結果から，つり下げ型垣根整枝法は枝

の伸長を抑制し，着果率の向上に有効であった．

また，他の整枝法に比べ作業効率が高く，生産

`性や品質向上が可能と思われた．

栽植密度はハウスの効率的な利用と作業性を

考慮するうえで重要である．本試験では，つり

下げ型垣根整枝法の樹間を一定にし，畦幅距離

について検討した．その結果，１枝当たり収量

は1.3ｍ区で75.5％増，１樹当たり収量でも

40.4％増と著しく高くなった．また，１０a当た

り収量でも1.3ｍ区で多かった．

露地栽培では，紫色パッションフルーツの畦

幅がは1.2ｍで収量と商品化率が高く，畦幅が

広くなるにつれて低くなり，果実や品質には影

既報と同じであった．しかし，枝先を上に誘引

する整枝法は着花節位が約１節高くなることか

ら，草勢も第１花の着生に影響していると思わ

れる．第１花の着生位置は，開花開始日の早晩

とも関係していた．

ハウス栽培パッションフルーツの着果率は５９

％から63％の範囲にあるが，気象条件によって

変動し，雨や曇り日は低くなる傾向にあった

(松田，2005)．

本試験の１枝当たりの着果率は，９％から３５

％と，既報より低かった．開花時には雨や曇り

日が多かったことから，着果率の低下要因につ

ながったと思われる．着果率の低い中でも，枝

を下に垂らすT字型整枝とつり下げ型垣根整枝

では高かくなり，整枝法の違いでも着果率に違

いがみられたことから，枝先を下に垂らす整枝

法が，栄養成長を抑え，生殖成長とのバランス

が調和したことで，枝の早勢低下と着果率の向

上につながったと思われる．

養液・土耕栽培のサマークイーンでは，１樹

当たり収量がＴ字型整枝で多く，また10a当た

り収量は，Ｔ字型整枝とつり下げ型垣根整枝で

多いが，ｌ果重と長径，短径には差がないとし

ている（東ら，2005)．

本試験では，ｌ樹当たりの収量がT字型整枝

とつり下げ型垣根整枝で，マンソン型整枝とつ

り上げ型垣根整枝より６３％から177％増と増加

し，１０a当たり収量も同様な結果となり，既報

と同じであった．また’枝当たりの着果や１樹

当たりの収穫数でも同じ傾向がみられ，lOa当

たりの収量にも大きく影響したと思われる．

しかし，１果重は，マンソン型整枝とつり上

げ型垣根整枝で重く，Ｔ字型整枝とつり下げ型

垣根整枝より約21.2％～27.0％の増加した．ま

た果実の階級別割合は，いずれの整枝法でも出

荷規格のＭ以上が大部分を占め，特に枝を上に
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響しないと報告されている（AMGurnah，

1984)．本試験では，ｌ枝，１樹及び10a当た

り収量と商品化率において，畦間の狭い1.1ｍ

区で低く，Ｌ３ｍ区以上の畦間で高くなった．

また，果実重と果実長径についても畦幅が広く

なるほど良くなる傾向を示し，既報と異なる結

果となった．果実品質については既報と同じで

あった・１．１ｍ区は収穫果数が少ないことから，

1樹当たりの占有面積が小さく，受光量の低下

で着果に違いがでたものと思われる．一方，

1.3ｍ区と1.5ｍ区は，畦幅が広く，中層から下

層まで透光し，着果に良い影響を及ぼしたもの

と推察される．

そのため，つり下げ型垣根整枝において，畦

幅を1.3ｍより小さく，あるいは大きくするこ

とは，１樹当たりの収量，lOa当たりの商品化

収量の減少になることから畦幅Ｌ３ｍが収量増

と省力化につながると考えられた．

沖縄県における整枝法は，枝の伸長，着果性，

収量』性等から考慮するとつり下げ型垣根整枝法

が最適であると考えられる．また，畦幅は，販

売対象となる収量等からＬ３ｍがよいと思われ

る．

早くなった.開花から収穫までの所要日

数は枝をつり下げる整枝法で長くなる傾

向にあった．

４．１枝当たりの着果率は枝を垂らす整枝法

で高くなった．

５．１０a当たりの収量，商品化収量は枝を下

げる整枝法で多く，特につり下げ型垣

根整枝で多かった．

6．管理作業時間は枝を垂らす整枝法で少な

かった．

７．つり下げ型垣根整枝法で畦間を,､１，，

１．３，，１．５ｍで栽培した場合，果実重は

畦間が広くなるほど重くなる傾向にあっ

た．商品化収量は，１．３ｍで多かった．

8.以上のことから，ハウス栽培の整枝法は，

つり下げ型垣根整枝法で，畦間は,､３ｍ

が妥当と考えられる．

Summary

Thepresentstudywasundertakento

investigatetheeffbctsoftrainingmethod

andplantdensityonaspectofpassionfruit

productiｏｎｕｎｄｅｒｔｈｅｖｉｎｙｌｈｏｕｓｅｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓ・

Theresultswereasfbllows：

１．Intrainingmethod，ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆ

ｎｏｄｅｓｐｅｒｏｎｅｓｈｏｏｔｗａｓｌａｒｇｅｒｉｎ

ｓｈｏｏｔｈａｎｇｄｏｗｎｂｌｏｃｋｂｙｌ４.4-14.6

ｔｈａｎｉｎｈａｎｇｕｐｓｈｏｏｔｂｌｏｃｋｂｙ

ｌ０．２－１０．７．

２．Ｔｈｅｌｅｎｇｔｈｏｆｎｏｄｅｓｐｅｒｏｎｅｓｈｏｏｔ

ｗａｓｔｈｅｓａｍｅｖａｌｕｅｆｒｏｍｏｎｅｔｏ５

ｎｏｄｅｓ，ｂｕｔｉｔｗａｓｌａｒｇｅｒｉｎｓｈｏｏｔ

ｈａｎｇｏｖｅｒｂlockfrom6node・

ａＴｈｅｆｌｏｗｅｒｉｎｇｔｉｍｅｗａｓ５ｄａｙｓｅａｒ‐

ｌｉｅｒｔｈａｎｏｔｈｅｒｔｒａｉｎｉｎｇｔｈｅｎｕｍｂｅｒ

ｏfdaysfromfloweringtoharvesting

摘要

沖縄県におけるハウス栽培パッションフルー

ツの整枝法と栽植密度を検討した．

結果は以下の通りであった．

1.1枝当たり節数は枝を垂らす整枝法で

14.4～１４６と多く，枝を上げる整枝法は

１０．２～１０７と少なかった．

２．１枝当たり節間長は，各整枝区とも1節

～５節までは同じ長さであったが，６節

目から枝を上げる整枝法は長くなり，枝

を垂らす整枝法は短くなった．

３．開花開始は枝を垂らす整枝法で５日程度
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ｗａｓｌｏｎｇｅｒｉｎｓｈｏｏｔｈａｎｇｄｏｗｎｂｌｏｃｋ

ｔhanotherblock

４．Theaveragefruitsetpercentwas

hiｇｈｉｎｓｈｏｏｔｈａｎｇｄｏｗｎｂｌｏｃｋ，

５．YieldofmarketablefruitsperlOa

wasincreasedmshoothangdown

block、

O1twasshortintrainingmethod

ｗｈｉｃｈｄｒｉｐｐｅｄｔｈｅｂｒａｎｃｈｉｎｔｈｅ

ｔｉｍｅfbrthecontrolwork，andin

caseoftheworkindependence，ｔｈｅ

ｔｉｍｅｆｂｒｔｈｅｔｒａｉｎｉｎｇｗｏｒｋｗａｓｌｏn９．

７．Ｗｈｅｎｔｈｅｒｏｗｗｉｄｔｈｗａｓ1.1ｍ，Ｌ３

ｍａｎｄ１．５ｍ，asaresult，ｔｈｅｆｒｕｉｔ

ｗｅｉｇｈｔｗａｓｈｅａｖｙｔｈｅｒｏｗｗｉdth

wide・Yieldofmarketablefiuitsper

３６ｍ２ｗａｓｉｎｃｒｅａｓｅｄｉｎＬ３ｍｂｌｏｃｋ

ｔｈａｎｏｔherblock、

８．Thepropertrainingmethodwould

usｅｉｎｈａｎｇｏｖｅｒｓｈｏｏｔ，moreover，

plantingdensityshouldbel3m

ridgewidth．
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